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独自教材の音声版を進化させ、
自習用アプリを提供

　商学部の1年生を対象にした「中国語Ⅰ基礎 A,B」の受講者
は 400 名を超える。16クラス編成とし、専任教員と非常勤講
師とで授業を担当するため、その共有教材として作成したのが『中
国語基本単語帳』だ。初級で学ぶ必修単語を網羅したもので、
全16クラスでの学習を義務付けてきた。
　1999 年度に作成された後も何度か改訂を重ねてきたが、
2020 年度を通して大幅バージョンアップ。「今の学生が中国語
を学ぶ上でより実践的に使えるものにするため、IT用語やイン
バウンド向け日本常用地名を加え、例文も全部作り直しました」。
全面オンライン授業となった 2020 年度は旧版をPDF 化して
Moodle 上で提供、2020 年度末にはさらなる改良を加えた、
改訂第 4版としての書籍版が完成した。
　この単語帳に対応する音声ファイルも、当初は付録 CDとして、
その後はMoodle の前であるCourse N ＠ vi で音声ファイル
を公開してきた。今回は本格オンライン化に伴いさらに一歩進め
て、インタラクティブな自習用アプリを作成し、スマホからも利
用可能なウェブ版での提供に至った。
　アプリの仕様は授業を担当している専任教員で設計し、実際
のコーディングは単語帳の出版社に依頼した。「語学の教科書を
出しているところなので、品詞の分け方やテストモードの搭載な
ど大まかなアイディアや要望を伝えて、出版社担当者を通して IT
技術者と何度も連絡を取りながら進めました」。
　準備は教員間で役割分担し、ITに詳しい小川教授を軸に、ネ
イティブスピーカーである尹教授がネイティブチェック、中村教
授はテスト担当として、テスト版を確認しては修正希望箇所を言
葉で伝えた。「教員同士で協力することで一人ではできないもの
を仕上げることができるので、チームワークで取り組めたのは良
かったと思っています」。
　ウェブ版には「学習モード」と「テストモード」が用意されてお
り、「学習モード」では単語を品詞から呼び出して例文と共に音
声を聞けるほか、画面上で文字を非表示にしてシャドーイングの
練習もできる。学習した履歴が残るので、単語ごとに「覚えた」「覚

えてない」のボタンを押しておくことで、覚えていないものに絞っ
て復習を繰り返すという使い方もできる。「テストモード」では簡
体字からピンイン（表音文字）、日本語訳から簡体字などを入力し、
その正誤をすぐに確認できる。こちらも学習履歴を確認し、習熟
度の推移を自分でチェックできる。
　ウェブ版アプリについては、使い方を授業中に説明することは
あったが、基本的に自習用という位置づけだ。「授業で小テスト
を行う前に出題範囲を伝えておいて、学習しておくよう促しまし
た」。学生からは、特にスマホで学習できるようになった点が好
評だ。「以前は書籍の該当ページをコピーに取って持ち歩き、電
車の中などで勉強しているという話も聞きました。これならいつ
でもどこでも手軽に勉強できるので、学生がより自主的に勉強し
やすくなりました」。

統一試験を
完全オンラインで実施

　独自の教材『中国語基本単語帳』を作成した背景には、中国
語教室で行っている「中国語単語統一試験」の存在がある。全
16クラスの学生を対象に 20 年ほど前から毎年10月（2020
年度のみ11月）に実施しているテストで、筆記の選択問題とリ
スニングの書き取り問題で構成され、合格しないと秋学期の単
位が与えられない。従来は教場で行っていたが、2020 年度は
対面での実施が困難であったため、Moodle 上でのオンライン
試験として実施することを決め、準備を進めた。
　筆記の選択問題は、エクセルで蓄積してきた過去の試験デー
タと新たに作問したデータを取り込んで利用したが、リスニング
の書き取り問題をオンラインでどう実施するか検討する必要が
あった。「せっかくなので聞く力を高めたいと考え、リスニング
問題も大きくバージョンアップすることにしました」。以前は読み
上げた単語を書き取るだけだったのを、中国語で提示された文
章を理解することと音声を聞き取ることを組み合わせた出題とし
た。すべて選択問題とし、間違いやすいものから選ばせるほか、
読み上げられた質問文や問題文の答えとしてふさわしい答えの文
を選ばせるなど、会話力を高めることも配慮した。「以前よりもリ

スニング力を磨いてないと解けない問題になっています。実際に
言葉を使うときには、相手が話していることが聞き取れないと意
味がないので、その点を強化しました」。将来中国語検定試験な
どを受けるときには、リスニング力が重要になってくる。「日本語
ネイティブの学生はリスニングが弱い傾向があるので、そういう
検定試験の問題も意識した形で出題しています」。
　オンラインでの実施には不正対策も検討する必要がある。「30
名ぐらいの授業ならビデオオンのZOOMでつなぐことも考えら
れますが、400 名規模になると難しいので、Moodle 上で行い
ました」。学生同士で教え合うことを防止するため、受験する学
生によって出題される問題がシャッフルされる仕様とし、それは
事前に学生にも伝えておいた。

トラブル回避のため、
アクセス時間に幅をもたせる

　時間制限は合計45 分（2020 年度は緊急対応のため問題を
減らし30 分に設定）とした。「あまり長すぎると何かで答えを探
してしまう可能性もあります。どのぐらいの時間なら無理なくき
ちんと解けるのか、実際に何度か試してみて決めました」。さらに、
一斉スタートではなく、指定日の16 時 30 分から18 時の間で
受けることとして、アクセス時間に幅をもたせた。「何かのトラブ
ルでその時間にログインできなかったなどの問題が生じる可能性
を考慮し、あえて開始時間を散らしました」。結果的に大きなト
ラブルもなく、過去の成績よりも若干よいぐらいの結果となった
という。
　試験のオンライン化により、従来手作業で行っていた採点を自
動化できたのもメリットだ。「以前は、当日夜に専任教員が集まり、
アルバイトの方にも来ていただいて採点していました。非常勤の
先生へのフィードバックとしてクラスごとの平均点を出したりもし
ますが、それも自動計算できるのでとても助かります」。同時に、
学生も自分でデータを見て苦手な部分を把握できるなど、きめ細
かなフィードバックができるようになった。「教員としても今後は
学生の自己チェックをうながしながら、次のステップの学習をサ
ポートしていきたいですね」。

復習にも使える
入門ガイダンスビデオを作成

　もうひとつ、2020 年度の春に急遽作成したコンテンツが『中
国語発音入門』という動画だ。オンライン環境下でクラス間の
学力に格差が生じるのを防ぐために作成したもので、当時絶版と
なっていた教科書から発音入門に関する部分を再編集して動画を
作成。これをMoodle 上で公開し、理解度チェックの小テストも
用意した。「こうしたコンテンツを提供しておくことで、1年生の
最初だけでなく、その後学生が自信のない箇所を学び直ししたい
ときにも活用してもらえます」。
　授業が突然オンライン化を余儀なくされたことはマイナス面が
強調されがちだが、商学部の中国語教室では「学習者の主体的
学習が可能になる貴重な機会だった」と捉えている。「無料でい
ろいろな動画も見られる時代になって、語学の授業も変わってい
かなければいけないと感じています。従来の勉強法と並行して、
PCやスマホなども使いつつ、自分のペースで勉強できる環境を
提供できれば教育効果も上がるはずです。作業や設定はいろい
ろ大変ではありましたが、この機会にオンライン教材も効果的に
取りいれて、多様な学習方法を学生に提供し、対面授業そのも
のの質を高め、ともに深く学ぶ場を築いていくことが必要なのだ
と思っています」。

自習用教材のアプリ版を提供し、
スマホによる反復学習を可能に

商学部の中国語教室では、未習外国語カリキュラムの履修者向けに基礎
語彙600単語の習得を義務付け、「中国語単語統一試験」を実施して
いる。その対策用に『中国語基本単語帳』という独自教材を作成し利用
してきた。2021年度にはそのスマホ対応版の提供を開始すると共に、
単語統一試験もオンライン化するなど、組織的な ICTツール導入を成
功させている。その詳細を中村教授に伺った。
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